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配線図　両側設置型(出入口幅：30m以内) 出車注意灯(SLD2063C-E)使用時
■接続機器 ：　AX-30TF-PK×2台、CB-22×1台、SLD2063C-E×1台

※AX-30TF(J)を車両検知用途で使用する際はAX-30TF-PKと呼んでいます。

A SC R Y BZ

電源 出力 タンパ

＋ － + -

接点出力２ NO ⑥
① ② ③ ④ ⑤ (DC24V､100㎃以下)

NO COM NC COM ⑦
接点出力１（1C 300W以下）

センサ用電源 + ⑧
(DC12V､330㎃以下)

- ⑨

⑬ ⑭ NC/NO切替可 ⑩
ゾーン１入力

COM ⑪
ゾーン２入力

NC/NO切替可 ⑫

電源 電源 出力 タンパ

+ - + -

工場出荷位置から上記のように変更します。
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出車注意灯SLD2063C-E

設定スイッチ

有資格者によるＡＣ１００Ｖの
配線工事が必要です。

センサ・コントローラ間の
最長配線距離

同一配線上にセンサを2台以上接続する場合は、
最長配線距離を接続台数で割った距離になります。
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極性なし

投光器と受光器間は3m以上離してください。近

すぎる場合、誤動作の恐れがあります。

ショート金具を外

して、常時警戒

モードにする

端子１３と１４間のショート金具を外すと、常時

警戒モードで動作します。

警戒モードでは、センサ検知時に最大音量で

警報音が鳴ります。

警報音が不要なときは、CB-22前面パネル裏の

極性なし

極性あり

本システムでは、センサが車両を検知

し続けても出庫注意灯の動作はCB-22
の出力時間に依存します。


